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選
挙
戦
中
に
お
け
る
争
点
へ

の
関
心
の
変
動

一
九
六
八
年
参
議
院
議
員
選
挙
で
の
札
幌
市
郊
外
地
区
(
手
稲
町
)

一
九
六
八
年
(
昭
和
四
三
年
)
の
参
議
院
議
員
選
挙
の
と
き
、
札
幌
市
内

手
稲
町
〈
昭
和
四
三
年
三
月
一
日
に
札
幌
市
に
合
併
)
の
有
権
者
の
政
治
意

識
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
調
査
は
、
ラ
ン
ダ
ム
・
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
方
法
に

よ
っ
て
選
ん
だ
有
権
者
に
、
直
接
面
接
し
質
問
す
る
方
法
で
あ
り
、
面
接
は

二
回
で
、
一
回
目
は
大
部
分
公
示
(
六
月
一
一
一
一
日
)
前
の
一

O
日
ほ
ど
の
問

に
、
二
回
目
は
大
部
分
選
挙
(
七
月
七
日
)
後
の
一
八
日
か
ら
二
週
間
ほ
ど

の
間
に
行
っ
た
o

二
回
目
の
調
査
は
、
パ
ネ
ル
調
査
の
分
と
、
新
た
に
選
ん

だ
ラ
ン
ダ
ム
・
サ
ン
プ
ル
の
分
に
つ
い
て
行
っ
た
。
面
接
し
回
答
を
え
た
有

の
場
合
|
|

晃

i
 

'E
，ノ

権
者
は
、

一
回
目
で
は
二
九
五
名
(
こ
の
人
た
ち
を
A
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
て

お
く
)
、
一
一
回
目
で
は
四
八
七
名

(
B
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
て
お
く
)

る
。
一
回
目
で
面
接
で
き
た
も
の
の
う
ち
、
二
回
目
の
調
査
で
も
面
接
で
き

た
も
の
は
二
三
二
名

(
P
グ
ル
ー
プ
)
で
あ
り
、
残
り
六
一
一
一
名
(
川
さ
に
は

面
接
で
き
な
か
っ
た
。
二
回
目
で
面
接
で
き
た
も
の

(

B

)

の
う
ち
、
初
め

て
面
接
し
え
た
も
の
は
二
五
五
名
(
町
)
で
あ
る
。

一
回
目
、
二
回
目
と
も
、
回
答
者
が
選
挙
で
重
要
な
争
点

と
考
え
る
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な
争
点
で
あ
る
か
を
質
問
し
た
。
質
問
は

こ
の
調
査
で
、
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で

あ



八
ク
ロ
ー
ズ
ト

V
な
形
式

の
も
の
で
、

一
五
ほ
と
の

争
点
を
示
し
て
お
き
、
こ

」
か
ら
一
一
一
つ
ま
で
を
選
ば

せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
o

そ
れ
ら
の
争
点
は
下

表
の
ご
と
く
で
、
配
列
の

形
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ

る
。
一
回
目
と
二
回
目
と

で
質
問
表
は
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
が
、
若
干
異
な
る
。

一
回
目
の
も
の
は
項
目
を

た
て
に
四
列
に
並
べ
た

が
、
二
回
目
の
も
の
は
た

て
に
三
列
で
あ
る
し
、

回
目
の
も
の
に
は
「
汚
職
」

ギ}

が
入
っ
て
い
な
か
っ
た

が
、
二
回
目
の
も
の
で
は

資

い
れ
で
あ
る
。

国有化

日中国交

学生問題

その他(

“重要な争点"の質問表

物価対策 ニ

沖縄返還 チ

ベトナム和平問題ヲ

交通対策 タ

ハ

ト

ル

ヨ

老人問題

土地住宅政策

教育問題

減税

1回目のもの

医療制度 ロ

安保問題 へ

憲法改正 ヌ

公害問題 カ

イ

ホ

リ

ワ

物価対策

土地住宅政策

憲法改正

学生問題

交通対策

ハ

ヘ

リ

ヲ

ヨ

老人年金

安保問題

日中国交

ベトナム和平問題

減税

ロ

ホ

チ

ル

カ

2回目のもの

医療制度

固有化

沖縄問題

教育問題

公害問題

汚職

イ

ニ

ト

ヌ

ワ

タ

選
挙
戦
(
六
月
二
五
日
)
中
、
汚
職
容
疑
で
同
民
党
の
長
老
代
議
士

と
、
社
会
党
の
参
議
院
議
員
が
起
訴
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
(
日

通
事
件
)

0

も
っ
と
も
、
前
回
の
一
九
六
六
年
一
二
月
の
衆
議
院
議
只

総
選
挙
の
と
き
に
も
汚
職
問
題
は
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
(
〈
黒
い
一
み
解

散

V
)
、
こ
の
と
き
保
守
党
は
大
き
く
後
退
し
た
o

今
度
の
選
挙
は
こ
れ

に
つ
い
だ
全
国
選
挙
で
あ
っ
た
か
ら
、
な
に
が
し
か
前
回
選
挙
の
余
波
は

残
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
従
っ
て
始
め
か
ら
「
汚
職
」
を
争
点
と
し

て
あ
げ
て
お
い
た
方
が
よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
o

一
同
日
の
調
交
の
と
き

「
そ
の
他
」
の
項
で
わ
ざ
わ
ざ
「
汚
職
」
を
あ
げ
た
も
の
は
、
わ
ず
か
二

%
、
二
回
目
の
と
き
は
こ
れ
が
一
一
%
と
、
九
%
も
明
え
た

(
E
夫
参

照
)
が
、
こ
れ
は
選
挙
戦
中
の
国
会
議
員
の
起
訴
の
た
め
ば
か
り
で
は
な

く
、
一
回
目
の
と
き
こ
の
項
目
を
入
れ
て
お
い
た
な
ら
、
二
%
よ
り
も
か

な
り
多
く
な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

項
目
の
配
列
の
仕
方
は
回
答
に
な
に
が
し
か
影
響
を
与
え
た
に
違
い
な

い
o

と
く
に
目
に
つ
く
も
の
は
、
配
列
の
一
番
最
初
(
イ
)
に
あ
げ
ら
れ

た
「
医
療
制
度
」
で
あ
る
o

一
同
目
の
調
査
の
と
き
は
、
こ
れ
を
あ
げ

る
も
の
が
一
八
・
六
%
(
H
表
参
照
)
も
あ
っ
た
o

し
か
し
、
こ
れ
以
外

で
は
〈
有
利
な

V
位
置
に
あ
る
と
思
え
る
も
の
で
も
と
く
に
目
だ
つ
も
の

は
な
い
。
し
か
も
、
二
回
目
の
調
査
の
と
き
は
、
民
療
制
度
を
あ
げ
る

も
の
さ
え
半
分
近
く
減
っ
た
の
で
あ
る
o

こ
の
こ
と
は
争
点
に
対
す
る
関

心
が
強
ま
り
か
つ
収
約
さ
れ
た
〈
後
述
参
院
じ
た
め
と
い
え
な
く
も
な

、。
v
L
V
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選挙戦中における争点への関心の変動

ど
の
よ
う
な
争
点
が
八
重
要
な
争
点

V
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か

(
日
表
参
照
)
0
公
一
示
前
の
第
一
回
目
の
調
衣
で
最
も
よ
く
あ
げ
ら
れ
た

八
重
要
な
争
点

V
は
「
物
価
対
策
」
で
あ
り
、
六
六
%
ほ
ど
の
人
た
ち
が
こ

れ
を
あ
げ
て
い
る
。
二
回
目
の
調
売
で
も
こ
の
争
点
を
あ
げ
た
も
の
が
放
も

多
く
二
回
目
よ
り
や
や
減
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
六
一
%
と
、
六
割
を
こ

え
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
い
で
よ
く
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
物
価
対
策
の
半
分

以
下
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、

「
交
通
対
策
」
で
あ
る
(
二
七
%
)
0
も
っ
と

I A% I B% I bさ会二

物 側 央j" 策 65.8 61.0 -4.8 
ベトナム和平 23.4 16.6 -6.8 

交 通 対 策 27目 1 9.2 -17.9 

安 保 陪j 題 20.0 36.6 + 16.6 
医 療 iljlj 度 15.6 10.1 -8.5 

減 税 17.6 8.8 -8.8 
教 育 悶 題 15.6 10.5 -5.1 
rg1 品も 問 題 14.6 20.5 + 5.9 
定f 法 改 正 10.5 8.2 -2.3 

老 人 年 金 9.2 7.2 -2.0 
公 司同ヂ 弘司 題 8.8 5.1 -3.7 
土地住宅政策 8.1 5.1 -3.0 
学 生 間 題 6.4 6.8 + 0.4 
日 中 国 交 3.7 1.6 -2.1 
1ち 百歳 2.0 11.1 + 9.1 
国 有 化 1.0 1.4 + 0.4 
D.K.とその他 10.5 11.9 

“重要な争点"AとB，n 

も
、
こ
れ
を
あ
げ
た
も
の
は
二
回
目
の
調
査
で
は
激
減
し
た
(
九
・
二
%
で
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八
位
)
0
つ
い
で
、
ベ
ト
ナ
ム
和
平
、
安
保
、
医
療
、
減
税
、
教
育
、
沖
縄
、

憲
法
改
正
、
老
人
年
金
、
等
で
あ
る
o

二
回
目
の
調
査
で
よ
く
あ
げ
ら
れ
た

も
の
は
、
物
価
対
策
の
ほ
か
、
安
保
、
沖
縄
、
ベ
ト
ナ
ム
、
汚
職
、
教
育
、

医
療
、
交
通
等
で
あ
る
o

交
通
対
策
を
あ
げ
る
も
の
が
多
か
っ
た
の
は
、
札
幌
と
小
栂
を
結
ぶ
国

道
五
号
線
が
町
の
な
か
を
貫
通
し
、
危
険
が
甚
だ
し
く
、
ま
た
町
が
分
断

さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
事
情
に
よ
ろ
う
。
二
回
目
で
こ
れ
を
あ
げ

る
も
の
が
減
っ
た
の
は
、
選
挙
戦
を
経
て
関
心
が
選
挙
戦
で
の
全
国
的
争

点
に
焦
ら
れ
て
い
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
二
回
目
の
調
査
で
、
彼
ら
(
パ

ネ
ル
調
査
し
た
も
の
で
五
二
名
)
に
は
、
物
価
問
題
(
二
七
名
)
、
沖
縄
問

題
(
一
七
名
)
、
安
保
(
一
六
名
)
、
ベ
ト
ナ
ム
(
九
名
)
、
医
療
(
八

名
〉
、
憲
法
改
正
(
六
名
〉
、
等
々
を
あ
げ
た
も
の
が
か
な
り
多
か
っ

た。
物
価
対
策
を
あ
げ
た
も
の
に
つ
い
て
は
後
述
。

公
害
(
一
回
目
八
・
八
%
、
二
回
目
五
・
一
%
〉
、
土
地
住
宅
政
策
(
同

様
に
、
八
・
一
%
、
五
-
一
%
)
、
学
生
問
題
(
六
・
四
%
、
ム
ハ
・
八
%
)
、

日
中
国
交
(
六
・
七
%
、

一
・
六
%
)
、
等
は
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か

っ
た
争
点
で
あ
る
o

老
人
年
金
(
九
・
二
%
、
七
・
二
%
)
も
わ
り
あ
い
に



少
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
o

こ
れ
以
来
三
、
四
年
の
う
ち
に
、
争
点
に
対
す

る
関
心
は
大
い
に
変
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
国
有
化
問
題
を
あ
げ
る

も
の
も
極
め
て
少
な
か
っ
た
つ
・
O
%
、
一
・
四
%
)
が
、
こ
の
す
ロ
葉
を

知
る
も
の
が
少
な
か
っ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
o

学
歴
が
低
い
も
の
(
高
校
な
い
し
旧
制
中
学
校
以
上
の
学
校
に
行
か
な
か

っ
た
も
の
)
が
よ
く
あ
げ
る
争
点
は
、
パ
ネ
ル
調
査
で
の
二
回
目
の
も
の
を

と
っ
て
み
る
と
、
医
療
制
度
(
彼
ら
が
六
割
を
占
め
る
)
、
老
人
年
金
(
同
様

に
、
五
六
・
三
%
)
、
汚
職
(
五
二
・
六
%
)
、
減
税
(
五
0
・
一
%
〕
、
教
育

(
五
0
・
0
%
)
等
で
あ
り
、
逆
に
学
歴
が
古
向
い
も
の
が
よ
く
あ
げ
る
も
の

は
、
日
中
国
交
(
彼
ら
が
七
五
%
〉
、
公
害
(
七
二
・
七
%
〉
、
土
地
住
宅
政

策
(
六
九
・
二
%
)
、
国
有
化
(
六
六
・
七
%
)
、
安
保
(
六
五
・
九
万
)
、

学
生
問
題
ハ
六
一
・
一
%
)
で
あ
る
o

こ
の
う
ち
大
学
卒
の
も
の
だ
け
で
み

る
と
、
公
害
(
二
七
・
一
二
%
〉
、
日
中
国
交
(
二
五
・

o
w
d
、
学
生
問
題

(
一
六
・
七
%
〉
、
安
保
(
一
九
・
八
%
)
、
土
地
住
宅
政
策
〈
一
五
・
四

V
A
〉
で
あ
る
o

公
害
と
日
中
国
交
は
と
く
に
学
歴
の
高
い
も
の
が
よ
く
あ

げ
、
当
時
い
わ
ば
、
〈
観
念
的

V
で
、
て
い
ど
の
高
い
争
点
で
あ
っ
た
と
い

料

う
こ
と
が
で
き
よ
う
o
沖
縄
と
ベ
ト
ナ
ム
問
題
は
学
歴
の
向
い
も
の
が
と
く

に
よ
く
と
り
上
げ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
沖
縄
は
と
も
か
く
(
大
学
卒
一
一
一
一

資

-
九
%
〉
、
ベ
ト
ナ
ム
を
あ
げ
た
も
の
の
な
か
で
は
大
学
卒
は
わ
ず
か
六
・
五

%
し
か
な
い
。
こ
れ
は
意
外
で
あ
っ
た
。

告
示
前
の
一
回
目
の
調
賓
と
選
挙
後
の
二
回
目
の
調
交
で
、
あ
げ
ら
れ
る

争
点
、
が
ど
れ
ぐ
ら
い
変
る
も
の
か
、
こ
れ
を
み
て
み
よ
う
o

パ
ネ
ル
調
査
を
し
た
も
の
二
三
二
名
が
一
回
目
に
凶
容
し
た
争
点
の
総
数

は
六
O
九
で
あ
る
o
う
ち
、
同
じ
人
物
が
同
じ
争
点
を
八
一
貫
し
て

V
回
答

し
た
そ
の
争
点
の
数
は
一
二
一
二
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
全
体
の
三
八
%
弱
、
四

割
以
下
で
あ
る
。
こ
う
す
る
と
、
選
挙
戦
中
、
有
権
者
が
重
要
と
み
る
争
点

は
変
化
し
や
す
く
極
め
て
流
動
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
調
査
で
二
つ
な
い
し
三
つ
も
同
答
を
な
し
う
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

う
で
あ
る
か
ら
、
も
し
阿
答
の
数
を
最
重
要
な
争
点
一
つ
に
限
る
な
ら
ば
、

八
一
質
的

V
な
も
の
は
さ
ら
に
少
数
と
な
っ
て
し
ま
う
に
違
い
な
い
。
ち
な

み
に
、
二
回
の
調
査
で
全
く
伺
じ
争
点
を
あ
げ
た
も
の
は
、
わ
ず
か
一
O
名

〈
四
%
と
少
し
)
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

あ
げ
ら
れ
る
争
点
は
こ
う
し
て
、
綴
め
て
流
動
的
で
、
最
初
に
あ
げ
ら
れ

た
も
の
も
六
割
ほ
ど
は
、
選
挙
後
の
二
回
目
の
調
交
で
は
あ
げ
ら
れ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。
あ
げ
ら
れ
な
く
な
っ
た
争
点
を
個
々
的
に
み
て

み
よ
う
o

そ
う
す
る
と
、
減
り
か
た
が
最
も
は
な
は
だ
し
い
の
は
、
数
か
ら

い
え
ば
物
価
問
題
の
四
五
名
減
で
あ
る
o

物
価
問
題
を
最
初
に
あ
げ
た
も
の

北法24(1・189)189



選挙戦中における争点への関心の変動

“重要な争点"の変動 (P)，Jll 

|一回目| 質的|選挙後mpF| | くなったものあたもの一

物 {図 対 策 154 1 112 1 45 1 35 1 147 

ベトナム和平 55 1 13 1 42 1 20 1 33 1 

交 通 大す 策 52 9 43 11 

医 療 (凶 s下'- 49 13 36 12 25 

減 税 44 8 36 8 16 

安 保 問 題 43 33 10 60 93 

教 育 39 7 32 9 16 

沖 出E 問 題 34 8 26 47 55 

老 人 年 金 24 6 18 15 21 

公 dM z 23 7 16 5 12 

窓 法 改 正 22 5 17 16 21 

土地・住宅問題 19 2 17 16 21 
戸寸崎ー 生 払う 題 14 3 11 17 20 

日 中 国 交 9 3 6 4 

汚 職 5 4 19 20 

国 有 化 3 2 2 3 

は
一
五
四
名
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
割
合
は
三
割
ほ
ど
で
あ
る
o
減
少
の
割
合
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を
み
る
と
|
奇
妙
な
こ
と
に
|
|
安
保
問
題
以
外
で
は
す
べ
て
の
争
点
で
、

最
初
に
あ
げ
た
も
の
の
八
割
ほ
ど
が
選
挙
後
一
様
に
あ
げ
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
c

あ
げ
ら
れ
る
争
点
は
少
な
く
と
も
選
挙
戦
中
は
極
め
て
流
動
的
で
あ

る
ば
か
り
か
、
よ
り
多
く
の
人
に
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
争
点
以
外
で

は
、
減
少
の
仕
方
が
一
様
に
八
割
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
興
味
深
い
。

八
例
外

V
は
よ
り
一
一
層
よ
く
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
争
点
で
あ
る
物
価

問
題
と
安
保
だ
け
、
こ
れ
に
せ
い
ぜ
い
沖
縄
問
題
を
加
え
う
る
だ
け
で
あ

る。
二
回
目
の
調
査
で
そ
れ
ほ
ど
減
ら
な
か
っ
た
こ
の
三
つ
の
争
点
は
、
ま
た
、

一
一
回
目
で
始
め
て
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
が
最
も
多
い
争
点
で
も
あ

る
o
新
た
に
あ
げ
た
も
の
が
最
も
多
い
争
点
と
し
て
は
、
ま
ず
、
安
保
問
題

の
六

O
名
、
つ
い
で
沖
縄
の
四
七
名
、
つ
ぎ
が
物
価
対
策
の
三
五
名
で
あ

る
o

こ
れ
以
下
は
か
な
り
お
ち
る
(
ベ
ト
ナ
ム
和
平
の
二

O
名
)

O

増
え
た

数
の
方
が
減
っ
た
数
よ
り
も
多
い
も
の
を
み
る
と
、
安
保
と
沖
制
以
外
に

は
、
汚
職
と
学
生
問
題
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
o

物
価
対
策
は
新
た
に
あ
げ
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
(
三
五
名
)
も
多
い
が
、
あ
げ
な
く
な
っ
た
も
の
(
四

五
名
)
も
多
い
の
で
あ
る
o

選
挙
期
間
を
通
じ
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の

が
多
い
点
で
最
も
顕
著
な
も
の
は
、
安
保
と
沖
縄
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と



が
で
き
よ
う
(
「
汚
職
」
に
つ
い
て
は
前
述
)

O

一
貫
し
て
よ
く
あ
げ
ら
れ
た
も
の
は
物
価
対
策
で
あ
っ
た
o

一一一一一一一名の

う
ち
一
一
一
一
名
、
半
分
近
く
の
も
の
が
二
回
と
も
こ
れ
を
あ
げ
て
い
る
の
で

あ
る
。
つ
ぎ
が
安
保
で
三
三
名
で
あ
る
o

以
下
、
医
療
制
度
、
ベ
ト
ナ
ム
和

平
各
二
二
、
交
通
対
策
九
、
沖
縄
、
減
税
各
八
、
教
育
、
公
害
各
七
、
等
で

あ
る
。

物
価
対
策
は
、
複
数
の
争
点
を
あ
げ
さ
せ
る
質
問
形
式
で
は
ど
の
よ
う

な
調
査
で
も
、
最
も
多
く
の
人
び
と
に
よ
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
恩
わ

れ
る
。
生
活
の
八
困
難

V
や
生
計
の
不
満
を
も
た
な
い
も
の
は
な
い
で
あ

ろ
う
し
、
複
数
の
回
答
を
な
し
う
る
形
式
で
は
、
彼
ら
は
二
、
三
の
八
重

要
な
争
点

V
の
な
か
に
、
こ
れ
を
ご
く
八
当
然
に

V
含
め
し
め
る
の
で
あ

ろ
う
o

重
要
な
争
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
選
挙
戦
の
過
程
で
集
約
さ
れ

て
ゆ
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
o

こ
の
こ
と
を
示
す
の
は
、
ま
ず
、
個
人
個
人
に

よ
り
重
要
な
争
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
の
数
が
、
平
均
し
て
、
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
o

公
示
前
あ
げ
ら
れ
た
争
点

平4

の
数
は

一
人
平
均
二
・
六
で
あ
っ
た
が
、
選
挙
後
で
は
二
・
三
ほ
ど
に
な

っ
た
o

パ
ネ
ル
調
査
の
場
合
に
も
、
二
・
六
か
ら
二
・
二
一
へ
と
減
少
し
て
い

資

る
O 

争
点
の
集
約
は
、
ま
た
、

一
、
二
の
比
較
的
少
数
の
争
点
が
よ
く
あ
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
、
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
争
点
、
が
あ
げ
ら
れ
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
に
示
さ
れ
る
。

ま
ず
、
二
、
三
の
争
点
は
、
選
挙
戦
の
後
で
の
方
が
、
重
要
な
争
点
と
し

て
あ
げ
る
も
の
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
が
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
o

安
保

問
題
と
沖
縄
問
題
、
と
り
わ
け
安
保
問
題
が
そ
う
で
あ
る
。
一
回
目
の
調
査

で
安
保
問
題
を
あ
げ
た
の
は
二
0
・
0
%
で
あ
っ
た
が
、
二
回
目
に
は
、
コ
一

六
・
六
%
と
な
り
、
一
一
一
分
の
一
以
上
の
人
た
ち
が
こ
れ
を
重
要
な
争
点
と
し

一
回
目
は
一
四
・
六
%
で
あ

て
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
o

沖
縄
問
題
で
は

っ
た
も
の
が
二
回
目
に
は
二
0
・
五
%
と
な
っ
た
o

こ
の
二
つ
の
争
点
以
外

に
二
回
目
の
調
査
で
あ
げ
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
も
の
は
、
汚
職
と
学
生
問

題
だ
け
で
あ
る
o

汚
職
を
あ
げ
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
の
は
前
述
し
た
よ
う

な
理
由
に
よ
る
で
あ
ろ
う
o

学
生
問
題
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
る
o

こ
う
し

て

一
方
で
は
、
選
挙
戦
の
経
過
に
よ
っ
て
、
二
、
三
の
争
点
が
重
要
な
争

点
と
し
て
よ
り
多
く
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
他
方
で
、
こ
れ
以

外
の
ほ
と
ん
と
す
べ
て
の
争
点
で
、
あ
げ
ら
れ
る
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
減
少

し
て
い
る
の
で
あ
る
(
皿
表
)

O

大
学
問
題
も
パ
ネ
ル
調
査
を
し
た
も
の

(
P
)

で
な
く
、
単
に
一
回
目
(

A

)

と
二
回
目

(
B
〉
の
調
査
で
の
割
合

を
比
べ
る
と
、
や
は
り
小
さ
く
な
っ
て
い
る
o
減
少
が
と
く
に
甚
だ
し
い
の
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選挙戦中における争点への関心の変動

は
、
交
通
問
題
、
医
療
制
度
、
減
税
、
つ
い
で
、
ベ
ト
ナ
ム
、
公
害
、
土
地
、

教
育
(
選
挙
後
間
後
し
た
も
の
の
割
合
で
)
、
老
人
年
金
(
同
じ
〉
を
あ
げ

た
も
の
で
あ
る
o
減
少
は
し
た
が
比
較
的
変
ら
な
か
っ
た
の
は
、
物
価
、
憲

法
改
正
、
学
生
、
教
育
(
パ
ネ
ル
調
衣
を
し
た
も
の

P
の
場
合
の
み
)
、
等

で
あ
る
o

逃
叫
午
後
の
調
査
に
お
い
て
、
パ
ネ
ル
調
究
を
し
た
も
の
(

P

)

と
、
選
挙

後
は
じ
め
て
而
接
し
た
も
の
(
町
)
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
ー
ー
当
然
の
こ

と
な
が
ら

l
!重
要
な
争
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
も
の
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ

は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
〈

W
表
)
。
し
か
し
|
|
}
こ
れ
も
当
然
と
い
え
よ
う

が
ー
ー
ご
く
少
し
は
割
合
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
パ
ネ
ル
調
査
を
し
た

も
の
の
方
が
一
人
あ
た
り
あ
げ
る
争
点
の
数
は
や
や
多
い
。
そ
れ
は
一
人
平

均
二
・
三
五
で
あ
る
の
に
対
し
、
選
挙
後
始
め
て
面
接
し
た
も
の
で
は
そ
れ

よ
り

0
・
六
だ
け
少
な
く
、
二
・
二
九
で
あ
る
o
わ
ず
か
に
、

一
回
目
の
面

按
の
影
響
が
で
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
つ
ぎ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も

確
か
め
ら
れ
る
o

パ
ネ
ル
調
査

J

な
し
た
も
の
に
お
い
て
は
、
安
保
、
沖
縄
、

学
生
、
老
人
問
題
を
あ
げ
た
も
の
は
、
選
挙
後
は
じ
め
て
面
接
し
た
人
の
な

か
で
よ
り
も
割
合
が
大
き
い
o

物
価
対
策
も
そ
う
で
あ
る
(
五
・
一
%
)

が
、
刺
史
円
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
o

こ
れ
ら
の
争
点
で
パ
ネ
ル
調

査
を
し
た
も
の
の
方
が
そ
う
で
な
い
も
の
よ
り
割
合
が
大
き
い
理
由
は
、
お

選挙後の調査でパネノレ調査をしたものとそうでないものの

“重要な争点"の比較 W 

(一回目l二回目(
川 %I (B) %ノミネル(P)卜回目制 差

安 保 Aノヤミ 約 20.0 36.6 40.1 33.3 + 6.8 
沖 縄 14.6 20.5 23.7 17.6 + 6.1 
jち 時裁 2.0 11.1 8.6 13.3 -4.7 
.q-. 5色 問 題 6.4 6.8 8.6 5.1 + 3.5 
物 価 対 策 65.8 61.0 63.4 58.8 + 5.1 
交 通 士、f 策 21.7 9.2 8.6 9.8 - 1.2 

減 税 17.6 8.8 6.9 10.6 3.7 
医 療 告Ij 度 18.6 10.1 10.8 9.4 + 1.4 
教 育 問 題 15.6 10.5 6.9 13.7 -6.8 
ベトナム和平 23.4 16.6 14.2 18.8 -4.6 
公 害 払う 題 8.8 5.1 5.2 5.1 + 0.1 
土地・住宅 8.1 5.1 5.6 4.7 + 0.9 
ιJι3 ぇ宅 法 改 JE 10.5 8.2 9.1 7.5 + 1.6 
老 人 年 .(Q 9.2 7.2 9.1 5.5 + 3.6 
日 中 同 交 3.7 1.6 1.7 1.6 + 0.1 
悶 有 イヒ 1.0 1.4 1.3 1.6 -0.3 
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そ
ら
く
、
一
回
目
の
調
査
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
政
策
に
つ
い
て
有
権
者
の

意
見
を
き
い
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
安
保
、
沖
縄
、
学
生
問
題
に
つ
い
て
の

質
問
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
な
に
が
し
か
の
人
に
心
理
的
印
象
を

円

1
v

残
す
こ
と
に
な
っ
た
に
違
レ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

選
挙
戦
中
わ
ず
か
で
は
あ
っ
た
が
、
政
党
〈
支
持

V
の
変
化
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
一
回
目
の
調
査
の
と
き
の
政
党
支
持
の
状
態
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
あ
る
。

自
民
党
支
持

% 

社
会
党
汐

四

% 

公
明
党
グ

五
% 

共
産
党
グ

% 

民
社
党
グ

% 

支
持
政
党
な
し

七
% 

そ
の
他

J¥ 
% 

選
挙
戦
後
の
調
査
に
お
い
て
、
地
方
区
で
ど
の
候
補
に
投
票
し
た
か
、
ど

ハ
2
v

の
党
の
候
補
に
投
票
し
た
か
を
質
問
し
た
o

各
党
の
候
補
が
え
た
票
の
割
合

料

を
み
る
と

(
P
)
、
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
公
明
党
は
候
補
者
を

資

立
て
な
か
っ
た
の
で
、
公
明
党
支
持
者
は
投
票
す
る
と
す
れ
ば
、
他
党
の
候

(
S
V
 

補
に
投
票
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

自
由
党
候
補

三
五
%

社
会
党
汐

四
六
%

共
産
党
グ

% 

民
社
党
グ

% 

そ
の
他

% 

こ
の
表
を
み
る
と
、
サ
ン
プ
ル
が
小
さ
い
共
産
党
、
民
社
党
へ
の
投
票
者

を
別
と
し
、
社
会
党
、
自
民
党
は
若
干
で
は
あ
る
が
票
を
伸
ば
し
て
い
る
。

他
の
調
査
、
た
と
え
ば
朝
日
新
聞
で
は
序
盤
(
六
月
一
七
、
八
日
)
と

終
盤
(
六
月
一
二

O
日
、
七
月
一
日
〉
の
時
期
に
北
海
道
全
体
の
調
査
を
行

っ
た
が
、
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
序
盤
か
ら
終
盤
に
か
け
、
自
民
党
支
持

は
三
二
・
二
%
か
ら
三

0
・
七
%
へ
と
落
ち
、
社
会
党
支
持
は
二
七
・
七

%
か
ら
二
九
・
二
%
へ
と
増
加
し
た
と
い
う
o

自
民
、
社
会
い
ず
れ
の
党
も
こ
う
し
て
伸
び
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
最

初
の
調
査
の
と
き
支
持
し
て
い
た
党
の
候
補
に
全
部
が
全
部
投
票
し
た
か
ら

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
o

最
初
自
民
党
を
支
持
す
る
と
し
た
も
の
の
場
合
に

は
、
た
し
か
に
自
民
党
の
候
補
に
投
票
し
た
も
の
が
多
く
、
九
二
・
三
%
の

も
の
が
そ
う
し
て
い
る
o

し
か
し
最
初
社
会
党
を
支
持
す
る
と
し
た
も
の
に

お
い
て
は
、
社
会
党
の
候
補
に
投
票
し
た
も
の
は
八
二
%
ほ
ど
に
な
っ
て
い

る
o

従
っ
て
、
自
民
党
、
社
会
党
の
選
挙
中
で
の
伸
び
は
、
自
民
党
な
い
し
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社
会
党
支
持
者
以
外
の
も
の
が
か
な
り
多
く
こ
れ
ら
の
党
の
候
補
に
流
れ
て

き
た
こ
と
に
よ
る
o

社
会
党
に
投
票
し
た
も
の
に
お
い
て
は
二
八
%
が
、
自

民
党
に
投
票
し
た
も
の
に
お
い
て
は
二
五
%
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
最
初
他
の
党

を
支
持
す
る
と
し
た
も
の
お
よ
び
支
持
政
党
な
し
と
し
た
も
の
か
ら
の
票
で

あ
っ
た
。
公
示
の
こ
ろ
の
調
査
で
ど
の
党
を
支
持
す
る
と
し
た
も
の
が
多
い

か
を
み
る
と
、
自
民
党
に
投
票
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
に
は
社
会
党
を
支

持
す
る
と
し
た
も
の
が
一
割
ほ
ど
、
支
持
政
党
な
し
と
し
た
も
の
が
四
%
ほ

ど
で
、
担
会
党
支
持
者
が
意
外
と
多
い
。
こ
れ
に
対
し
、
社
会
党
に
投
票
す

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
に
は
、
自
民
党
を
支
持
す
る
と
し
た
も
の
は
ご
く
少

な
い
(
二
%
以
下
)

0

ま
た
、
社
会
党
を
支
持
す
る
と
し
た
も
の
で
自
民
党

候
補
に
投
票
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
も
多
い
し
、
自
民
党
を
支
持
す
る
と

し
た
も
の
の
な
か
で
は
社
会
党
(
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
革
新
政
党
)
に
投
票

す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
は
ご
く
少
な
い
。
〈
社
会
党
支
持
者

V
の
な
か
に

は
、
保
守
党
へ
の
〈
浮
動
層

V
が
か
な
り
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
社

会
党
に
投
票
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
は
、
お
も
に
、
公
示
前
支
持
政
党
な

し
と
し
た
も
の
ハ
社
会
党
に
投
票
し
た
も
の
九

O
名
中
、
七
名
〉
、
公
明
党

支
持
者
(
同
五
名
)
、
共
産
党
支
持
者
(
同
三
名
)
で
あ
る
。
実
際
支
持
政

党
な
し
と
し
た
も
の
(
一
三
名
)
の
う
ち
の
半
数
ほ
ど
、
公
明
党
支
持
者
の

同
じ
く
半
数
ほ
ど
、
同
じ
く
共
産
党
支
持
者
の
半
数
ほ
ど
が
社
会
党
の
候
補

に
投
票
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
公
明
党
支
持
者
は
こ

れ
以
外
で
は
、
自
民
党
候
補
へ
二
名
、
民
社
党
候
補
へ
一
名
、
共
産
党
候
補

へ
一
名
、
そ
の
他
一
名
に
投
票
し
た
。
社
会
党
は
多
く
は
他
の
〈
革
新
的

V

な
政
党
の
支
持
者
か
ら
支
援
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
自
民
党
は

社
会
党
支
持
者
か
ら
も
〈
支
援

V
さ
れ
た
の
で
あ
る
o

社
会
党
は
|
|
〈
草

〈

4
)

新
的
浮
動
層

V
の
み
な
ら
ず

!ll浮
動
層
の
動
き
の
一
つ
の
軌
を
な
し
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
o

こ
の
参
議
院
選
挙
の
前
回
の
全
国
選
挙
で
あ
る
一
九
六
六
年
二
一
月
の

衆
議
院
選
挙
で
、
社
会
党
は
革
新
浮
動
層
を
か
な
り
ひ
き
つ
け
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
o
少
な
く
と
も
〈
ア
パ
シ

l
Vと
な
っ
た
革
新
浮
動
同
胞
を
で
あ

る。政
党
〈
支
持

V
や
投
票
の
変
動
は
、
で
は
、
争
点
に
対
す
る
関
心
の
変
動

と
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
み
る
た
め
に
、
関
心
を
も
っ
争
点

が
変
っ
た
も
の
と
、
変
ら
な
か
っ
た
も
の
と
を
と
り
あ
げ
、
支
持
の
変
化
と

関
係
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
み
て
み
よ
う
。
安
保
問
題
は
争
点
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
ど
あ
い
に
と
く
に
顕
著
な
変
化
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
争
点
を
中
心

に
み
よ
う
o

故
初
安
保
を
重
要
な
争
点
と
し
て
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
二

回
目
の
調
査
の
と
き
こ
れ
を
と
り
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
、
お
よ
び
、

一
貫
し
て
そ
れ
を
重
要
な
争
点
と
し
て
と
り
あ
げ
た
も
の
、
な
い
し
そ
れ
を
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-
度
も
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
も
の
(
ま
た
二
回
目
に
は
と
り
あ
げ
な
く
な
っ

た
も
の
)
、
こ
の
二
、
三
の
タ
イ
プ
を
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
な
か
で
〈
支
持

す
る

V
政
党
の
変
っ
た
も
の
が
ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
か
、
こ
れ
を
検
討
し
て
み

よ
う
o

考
察
す
る
サ
ン
プ
ル
は
パ
ネ
ル
調
査
の
分
(

P

)

だ
け
で
あ
る
。

最
初
の
調
査
で
重
要
な
争
点
と
し
て
安
保
問
題
を
あ
げ
ず
、
二
回
目
の
調

査
で
始
め
て
そ
れ
を
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
は
、
五
九
名
で
あ
る
。
こ

の
五
九
名
の
支
持
政
党
は
最
初
の
面
接
の
と
き
、
、
社
会
党
支
持
者
が
最
も

多
く
三

O
名
、
つ
い
で
自
民
党
支
持
者
の
一
九
名
で
あ
る
o

公
明
党
支
持
者

が
四
名
で
こ
れ
に
つ
ぐ
o

二
回
目
の
調
査
で
は
、
社
会
党
の
候
補
に
投
票

し
た
と
し
た
も
の
が
二
六
名
、
自
民
党
に
投
票
し
た
と
し
た
も
の
が
二
二
名

で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
み
る
と
、
選
挙
戦
を
経
て
安
保
を
重
要
な
争
点
と

み
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
に
は
社
会
党
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
も
の
が
か
な
り

い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
自
民
党
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
も
の
は
あ
ま
り
な
い
こ

と
に
な
る
o

事
実
、
安
保
を
重
要
な
争
点
で
あ
る
と
み
る
よ
う
に
な
っ
た
も

の
で
最
初
社
会
党
を
支
持
す
る
と
し
た
も
の
は
三

O
名
で
あ
る
が
、
こ
の
う

ち
社
会
党
候
補
に
投
票
し
た
も
の
は
二
二
名
に
減
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

ギト

自
民
党
支
持
者
一
九
名
の
場
合
に
は
離
れ
て
い
っ
た
も
の
は
わ
ず
か
二
名
で

あ
る
o

ま
た
、
社
会
党
候
補
に
投
票
し
た
二
六
名
に
、
最
初
な
に
党
を
支
持

資

し
て
い
た
も
の
が
多
か
っ
た
か
を
み
る
と
、
う
ち
二
二
名
は
社
会
党
支
持
者

で
あ
り
、

」
れ
以
外
の
も
の
は
わ
ず
か
四
名
一
五
%
ほ
ど
に
す
ぎ
な
い
o

臼

由
党
候
補
に
投
票
し
た
三
二
名
で
は
、
自
民
党
支
持
以
外
か
ら
き
た
も
の
が

五
名
二
一
二
%
ほ
ど
も
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
安
保
問
題
、
あ
る
い
は
選

挙
戦
で
の
安
保
問
題
の
と
り
あ
げ
ら
れ
方
が
社
会
党
に
有
利
に
働
い
た
か
ど

う
か
疑
問
に
な
っ
て
く
る
。
他
の
党
の
支
持
者
で
社
会
党
に
投
票
す
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
は
、
四
名
中
三
名
が
公
明
党
支
持
者
で
あ
り
、
公
明
党
は
候
補

を
た
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
公
明
党
が
候
補
を
た
て
た
な
ら
こ

の
流
れ
も
な
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
安
保
問
題
は
社
会
党
支

持
者
に
社
会
党
候
補
に
投
票
す
る
よ
う
な
働
き
を
し
、
現
に
そ
う
せ
し
め
た

可
能
性
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
社
会
党
へ
の

投
票
意
図
を
い
っ
決
め
た
か
と
い
う
調
査
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
に
な
ろ
う

(
次
回
の
予
定
)

0

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
自
民
党
支
持
者
に
も

1
1
む
し

ろ
よ
り
一
一
層
多
く
1
1
妥
当
す
る
の
で
あ
る
。

二
回
の
面
接
で
い
ず
れ
の
と
き
も
安
保
を
重
要
な
争
点
と
し
た
も
の
に
は

支
持
政
党
の
顕
著
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
社
会
党
を
支
持
す
る
も
の
一
入

名
で
社
会
党
の
候
補
に
投
票
し
た
も
の
は
一
五
名
で
あ
り
、
自
民
党
候
補
に

投
票
し
た
も
の
は
一
名
に
す
ぎ
な
い
。
自
民
党
を
支
持
す
る
も
の
七
名
に
お

い
て
も
、
う
ち
六
名
が
自
民
党
候
補
に
投
票
し
て
お
り
、

一
名
が
民
社
党
候

補
に
投
票
す
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
安
保
問
題
を
一
回
目
の
調
査
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選挙戦中における争点への関心の変動

で
あ
げ
、
二
回
目
の
調
査
で
は
あ
げ
な
く
な
っ
た
も
の
は
人
数
が
少
な
い

(
八
名
)
の
で
分
析
は
省
略
す
る
。

社
会
党
候
補
に
投
票
し
た
も
の
(
九
O
名
)
の
う
ち
、
他
の
党
を
支
持
し

て
い
た
も
の
は
二
八
%
ほ
ど
で
あ
っ
た
o
と
こ
ろ
で
、
二
回
目
に
始
め
て
安

保
を
重
要
な
争
点
と
し
て
あ
げ
た
も
の
で
、
社
会
党
候
補
に
投
票
し
た
も

の
二
六
名
の
う
ち
、
他
の
党
を
支
持
す
る
と
し
た
も
の
は
四
名
、

一
五
%
ほ

ど
に
す
ぎ
な
い
。
選
挙
戦
を
経
過
し
安
保
問
題
を
重
要
な
争
点
と
み
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、
と
く
に
社
会
党
へ
の
動
き
が
ー
ー
そ
の
他
の
動
機
や
理

出
と
比
べ
|
|
顕
著
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
自
民
党
に
投
票
し

た
も
の
を
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
二
五
%
、
二
一
二
%
ほ
ど
で
あ
る
。
従
っ
て
、

社
会
党
に
投
票
し
た
も
の
よ
り
も
、
自
民
党
に
投
票
し
た
も
の
の
場
合
の
方

が
、
安
保
を
重
要
な
争
点
と
み
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、
他
党
の
支
持
か

ら
の
流
入
と
の
関
係
は
よ
り
大
き
い
(
安
保
を
軍
要
な
争
点
と
「
み
る
よ
う

に
な
っ
て
」
他
党
の
支
持
か
ら
移
っ
て
き
た
も
の
が
よ
り
多
い
)
と
想
定
さ

れ
る
。選

挙
戦
後
の
二
回
目
の
調
査
で
沖
縄
問
題
を
重
要
な
争
点
と
し
て
あ
げ
た

も
の
四
六
名
を
み
よ
う
o
自
民
党
に
投
票
し
た
も
の
一
五
名
で
は
、
他
の
党

を
支
持
し
て
い
た
も
の
は
四
名
、
二
六
%
に
す
ぎ
な
い
o

こ
れ
に
対
し
、
社

会
党
に
投
票
し
た
も
の
一
四
名
の
場
合
に
は
、
他
の
党
を
支
持
し
て
い
た
も

の
は
六
名
、
四
O
%
も
い
る
o

社
会
党
に
投
票
し
た
も
の
に
は
、
自
民
党
に

投
票
し
た
も
の
よ
り
も
、
沖
縄
問
題
を
重
要
な
争
点
と
み
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。

選
挙
戦
中
安
保
問
題
を
重
要
な
争
点
と
み
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
は
か
な

り
多
い
が
、
そ
の
な
か
の
大
部
分
の
も
の
は
公
示
の
こ
ろ
支
持
す
る
と
し
た

政
党
に
投
票
し
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
八
重
要
な
争
点

V
に
対
す
る
関

心
の
変
化
は
極
め
て
大
き
い
が
、
少
な
く
と
も
安
保
問
題
に
関
す
る
限
り
、

投
票
(
政
党
)
の
変
化
を
あ
ま
り
導
い
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
安
保
問
題

を
重
要
な
争
点
と
み
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
多
く
は
、
そ
れ
に
よ
り
支

持
政
党
を
か
え
る
ほ
ど
に
は
影
響
さ
れ
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
支
持
政

党
へ
の
支
持
の
確
認
や
補
強
が
な
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
か
、
い
ず
れ
か
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
o

も
っ
と
も
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
争
点
に
対
す
る
関

心
の
変
化
と
と
も
に
、
支
持
の
変
っ
た
も
の
が
い
る
こ
と
も
見
落
す
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
(
沖
縄
問
題
の
方
が
安
保
問
題
よ
り
、
そ
う
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
)
。
も
ち
ろ
ん
支
持
の
変
化
が
(
な
に
が
し
か
の
影
響
は
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
が
)
争
点
に
対
す
る
関
心
の
変
化
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い
o
し
か
し
少
な
く
と
も
い
え
る
こ
と
は
、
こ
の
選
挙
に
お
い

て
、
選
挙
戦
中
の
安
保
問
題
へ
の
関
心
の
喚
起
が
社
会
党
に
有
利
に
作
用
し
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た
か
ど
う
か
疑
問
だ
と
い
う
こ
と
、
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
不
利
に
作
用
し
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
サ
ン
プ
ル
の
大
き
さ
か

ら
い
っ
て
、
以
上
の
推
論
に
は
完
全
な
信
頼
が
お
け
る
も
の
で
は
な
い
し
、

ま
た
さ
ら
に
検
討
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
二
層
明
ら
か
に
な
る
点
も

あ
ろ
う
。
安
保
問
題
に
関
す
る
意
見
の
変
動
ゃ
、
そ
れ
と
票
と
の
関
係
を
検

討
す
れ
ば
〈
次
凶
予
定
)
、
推
論
の
結
果
は
さ
ら
に
補
強
さ
れ
よ
う
。
争
点

に
対
す
る
関
心
の
喚
起
に
よ
っ
て
、
社
会
党
が
よ
り
有
利
に
な
っ
た
と
岡
山
わ

れ
る
の
は
、
む
し
ろ
沖
縄
問
題
の
方
で
あ
っ
た
ろ
う
o

料

(
1
)

一
一
回
の
調
査
で
、
選
挙
戦
の
後
に
行
っ
た
も
の
の
方
が
が
い
し
て

〈
対
外
問
題

V
を
あ
げ
る
も
の
の
割
合
は
大
き
い
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
こ
れ
が
選
挙
選
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
さ
ら
に
検
討

し
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
検
討
を
こ
こ
で
十
分
に
行
う

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
、
二
の
点
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
く
こ
と

に
し
よ
う
。
ま
ず
、
二
回
目
の
調
査
で
〈
対
外
問
題

V
を
あ
げ
る
も

の
が
非
常
に
多
く
な
っ
た
が
、
も
し
、
二
回
目
の
調
査
の
と
き
の
サ

ン
プ
ル
に
学
歴
の
高
い
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
の

こ
と
が
選
挙
戦
の
影
響
に
よ
る
と
す
る
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
学
歴

の
高
い
も
の
の
方
が
対
外
問
題
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
回
目
の
サ
ン
プ
ル
と
二
回
目
の
サ
ン
プ
ル
で
、
二
回
目

の
サ
ン
プ
ル
の
方
が
学
歴
の
高
い
'
も
の
の
割
合
が
若
干
大
き
く
な
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
は
な
い
。
学
歴
を
高
‘
中
・
低
の
三
つ
の
段

資

階
に
分
け
て
み
る
と
、
高
い
も
の
は
、
一
回
目
で
は
一
一
%
、
二
回

目
で
は
一
一
一
一
%
、
中
て
い
ど
の
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
四
二
%
、
四
一
二
%

、
低
い
も
の
は
四
六
%
、
四
=
一
%
で
あ
る
o

つ
ぎ
に
、
男
性
は
女
性

よ
り
も
対
外
問
題
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
が
、
一
回
目
(
男
性
四
六
%
)

と
二
回
目
(
向
田
九
%
〉
と
で
男
女
比
は
そ
れ
ほ
ど
異
な
ら
な
い
。

(
2
)

地
方
区
で
立
候
補
し
た
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
o

自

民

党

西

国

信

一

(

当

選

)

河

口

陽

一

(

グ

〉

社

会

党

大

矢

正

(

グ

)

吉
田
忠
三
郎
(

h

H

〉

民

社

党

望

月

武

義

(

落

選

〉

共

産

党

五

十

嵐

久

弥

〈

M

H

)

そ

の

他

前

谷

宏

(

グ

〉

藤

本

国

夫

(

M

H

〉

(
3〉
小
川
・
荒
木
『
北
海
道
に
お
け
る
四
三
一
年
参
議
院
選
挙
の
分
析
、

法
学
研
究
、
四
巻
四
号
、
一
九
六
九
年
。

(
4
)

公
示
ご
ろ
の
調
査
で
共
産
党
を
支
持
す
る
と
い
っ
た
も
の
は
五
名

で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
三
名
は
社
会
党
候
補
に
投
票
し
た
の
で
あ

る。

(
5〉
し
か
も
、
こ
の
二
名
は
他
の
党
の
も
の
に
投
票
し
た
の
で
は
な

く
、
棄
権
、
お
よ
び
回
答
な
し
で
あ
っ
た
o
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